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本期間中に学報のほかに次の研究誌が発行された。
猛世界口承文芸研究』第6号
世界諸民族の伝承文化研究特集号
　大阪外国語大学口承文芸研究会（1985．5．31）
第1部　　東洋編
　　万葉集地名の国語学的研究………・………・………・………………・…………・…・吉　田　金　彦
　　牛の話………………・………・・………・・…………・……・一………………・…・…・井　本　英　一
　　みなモこ　　ま　ち
　　水底の都市……・…………………………・………・………・・………一………・……小　南　一　郎
　　カキ・トゥアの話（インドネシア・バリ島）………………・…………一………袷野　明　久
　　ベトナム語における「笑い」の表現構造…………・……・・………………t・…・…冨　田　健　次
　　ビルマの地方罠謡………………・……………・・…・…………・・……・…・…・………大　野　　徹
　　民話とラビーンドラナート・タゴール　アシュトシュ＝ボッターチャルジョ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・構　上　富　夫・訳
　　北部インドの祭一一資料と解説一……………・…………一……・一古賀勝郎（解説・訳・註）
　　イランの割3L…………・…・…・・……………・…………．＿＿．＿＿＿＿＿＿．．．＿浜　畑　祐　子
　　ナルト伝説…………・……・…・…………・…・………………一・…・……………野　田　恵　剛・訳
　　ビラウハルとブーザースフの書（その一）池田修監訳，解題　香戸精一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一武井香澄・竹田真理・訳
　　現代エジプト民話選一採集ノートより一………・…・…・……………………高　階　美　行
　　エジプト民話集……・……・……・………・…・……………・…・t………一……・…藤井章吾
第2部　　西洋編
　　「ロビン・フッド・バラッド・サイクル」
　　　試訳（2｝－fロビン・フッドと修道僧」……・・…・・……………・…・…………金　山　　　崇
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伝説に見るモティーフと記述の型と感情の関り
　一「スイスの伝説」を例に一一……・…・…・…………・…・…………・…・…・乙　政　　潤
ブルターニュの死神アンクーについての一考察……………・…・一一・…・…………隣　1可　雄二郎
ノヴェッラの証晋一一三大ノヴェッラ集より見た中世
　フィレンツェの特殊性（その一一）…・…・……・…・……………・…・・一…………米　山　喜　級
Arltv難ei　Mizuno　Poetae　Iaponis：Amores　Novi………・…・一一…一一オく野　有　庸
レ・ピァチェ～ヴォリ・ノッティ研究………………・・…・……・………・・………鳥　居正雄
ザンジバルの伝承……………・・…………・一…・……・……・……・………・………宮　本　正　興
サンパウロ州の歌競べ……・・…………・………………ジョービフ・M・ルイテン　河野彰・訳
リテラトr）・・一一ラ・デ・コルデルの世界・…・…・………ジョゼフ・M・ルイテン河野彰・訳
19世紀マヤ族の反乱についての一考察…・……・……・・……………・…・…………桜　弁　三枝子
ブラジルの罠話………”……’……………L…’－L’一一一……………’……………東　　明　彦’訳
ヘンティレス信仰の一断面
　一中央アンデス・アコ村の事例より一一…………・・………………・・…・…・加　藤　隆　浩
インカリ神話資料集（1｝………・…・…・……………一…・………………加藤隆浩・青出和代。訳
チリ・サンチャゴにおける言語遊蕨……・…・…・……・………・……………・…・・三　原幸　久
r日本とドイツー今日の相互交流と影響一馴11
　大阪外国語大学ドイツ語学科研究室（1985．3．’31）
Antinukleare　Theater　in　Deutschland　uRd　Japan……一…・・……一一・八　木　　　浩
　（1）　Vortrag
　（2）翻訳：エルンスト・シューマハー
　　　　　『アインシュタインー研究者の誘惑b－一誰
いわゆる「擬声語」の厨独対照についで………………・……一…………・…・…乙　政　　潤
語順の自由度………………・一………………・・………………・・…………・・……・・野　村　泰　幸
日本の国語運動におけるドイツの国語運動の受容の流れ…………・…・・………高　田　博　行
　一その1：1866年一1920年
　　　　　「我ガ國語整理上ノ参考二資セント欲ス」－
Gedanken　zum　Sprachwechsel　bei　japaRischen　I）eutschstudenteR
　顧……一…一・一…一一一・一…………一・……一………・一・Wolfgang　Seltma篠n
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《ヘルマン・ボーネル特集》
Harmann　Bohner－Japanolog　und　Germanist　－・………・・……一一八　木　　　浩
ドラマとオペラ…・一・……………………………一…………・…・・…・…’…Hermann　Bohner
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳1福元圭太）
「ドラマとオペラ」翻訳にあたって（論評）・一……・……・…………・・……福　元圭　太
世阿弥：Buch　von　1）ER－　BLUME－　OBERLIEFERUNG
　　（il花伝書譲）　…………………………………・…・・………嚢bersetzもvo簸Her難ann　Bohner
　　　Anlage：Zum　Leben　des　Seami　Motokiyo
　　　　aus：Hermann　Bohner，，，No．　Ei薮f嚢hrung‘‘Kapltel　38．
『国際関係論の総合的研究』
　大阪外国語大学（1985．3．31）
　　論　説
「渉菲女士的臼記」と「我在霞村的蒔候」
一一丁玲二作品への比較文学的視点からの接近一・…・…………・…………梢　浦　　　果
小林秀雄の種の論理
一
E体戦疇下における一文学者の真なる国際性についで一一……………罵　上　新太郎
ソ連農業における集団請負制について……・………・・…………・…・…・……・・…・岡　本　　　武
ドイツ渓法におけるライエについて（続）一…………・…………・…・…・…………貝　田　　守
返還義務理論にみるラス・カサスの思想
　一『一工の疑問に答える勇の分析一一…・………・…・・……………・………染　田　秀藤
国連安全保障理事会の表決手続に関するギヤルタ方式」の形成過程…………東　　　泰　介
パラツキとボヘミア………・………・・………………・・…・……………・・…………・廣　實　源太郎
呪術的思考と霞常性……・…………・…………・・……・……・………・…・…・………細　谷　昌　志
臓本と西ドイツにおける環境権………………・……………・・…・…………・……・松浦　　寛
安政年間における横井小楠の「國際関係」観………………・・……・…………・森　藤　一　史
バスコンセロスのぼ宇宙民族論』…………………一………………・・……………吉　田　秀太郎
　　研究メモ
ブルガリアの経済改革…………・……・……t・…………・………・……・…・………梅　津　和　郎
　　翻　　訳
バーナード・ルイス著『中東と西洋』……・………・・……一………・……・……勝藤　　猛
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　　　論　　説
貯蓄・投資バランスと国際収支………………・・…・………………………………野　村　茂　治
太平洋戦争中における朝鮮人民の反帝・反封建闘争
　一勤労農民の経済的分析一………………・……・・…………・…………一…・小野田　　　求
Article
Various　Problems　in　Tkeory　about　the　Measurement　of　Labour
Preductivity　of　Soviedndustry…・・…一・・一…・一・………・…・……………Kazuro　Umezu
岡崎正孝・江浦公治
『カージャール朝史文献囲録』
（付：19世紀後半の州知事年表）
大阪外圏語大学外国語学部（1985．3）
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　［以下，A…著書・訳書，　B…雑誌掲載論文，　C・
　〔中国語学科）
　西村　成雄
A　　ll中蟹近代東北地域史研究毒
Bl　　Agrarian　and　Peasant　Problems　in　the
　　　Chi無ese　Revolutio登
B2　（書評）
　　横山英編紳国の近代化と地方政治」；
C1　試論囲続「抗田時期」基本線索的五個問題
C2　中国近代東北区域政治史初探
C3　略論張学良政権的三年
　　　　　異有民族童義性質的区域政治結構的形成
　〔笹ンゴル藷学科〕
橋本　　勝
Bl　モンゴルロ碑文学の一ジャンル
B2　外国語教育雑考
B3　モンゴルロ承文芸の担い手
B4　臼本語・アルタイ語比較の～断片
・・ 〔コ頭研究発表］
法律文化祉（X＋490＋20p．）
Institute　for　the　Study　of
Languages　and　Cultures　of
Asia　and　Africa
Tyαπsfoγ〃zation　　　　and
Pθαsα窺　　ルfovemen　ts　　加
CORtemゆoγaγy　As｛α　（帥．
33－542
雄山閣il歴史公論』第11巻11
号，No．120（p．153）
東北師範大学　・中国・長春
歴史系学術座談会
〃
〃
大阪外国語大学　口承文芸研
究会『世界口承文芸研究』第
娃号
大阪外国語大学ぼ視聴覚外国
語教育研究』第6号
大阪外国語大学口承文芸研究
会ぎ世界口承文芸研究』第5
号
日本語語源研究会『語源研究毒
第5号
王984．12
1985．3
1985．9
1985．9．17
1985．9．18
1985．’9．18
1983．3．31
ユ983．8。25
1984．3．31
1984．4，1
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B5
B6
Cl
C2
C3
C4
On　a　Negative　Expression　in　the　Language
Q£翫eSecγet　His重鰐◎∫the　Mongols
（r6SU掘6）
モンゴルの冬を越して
「元朝秘史」における接尾辞一msarについて
On　a　Negatlve　Expressio簸in　the　La簸guage
of　the　Secret　HistoTy　of　the　MOiigols
モンゴル諸語とその周辺
Ch．バトスレン：「モンゴル語のsyntaxにつ
いて」（翻訳）
　〔インドネシア・フィリピン語学科〕
　津田　　守
Al　llフィリピン問題入門邊　（共著＞
A2　　『フKリピン大衆文化への招待爵　（共訳）
A3　躰験的アジア・ハンドブック露　（共著）
　ビエンヴェニド・ルンベラ
　（Bienvenido　Lumbera）
A　　　Revaltfation　：　E＄says　　　on　　　PhiliPP・i？ze
L’iterature，　Ci．nema　and　P⑫漁γC掘雛c
B　　tcAfter　the　Yellow　Year：The　Literary
　　　Scene　Since　21　August　l983”
　〔インF・パキスタン語学科〕
桑島　　昭
A1　「現代南アジアの民衆運動と政治捲導」
A2　　「南アジア（現代）」
t’
　Pγ◎ceedings　　o∫　　XXXI
International　Congress（ザ
Hu〃man　Sciences　i／z　Asia
and　Noγ翫Africd’，　
Tokyo．
大阪外国語大学　モンゴル語
研究室謬朔風澄第1号
日本モンゴル学会秋季大会，
大阪大掌
XX　XI　Intemational　Con－
gress　of　Human　Sciences至n
Asia　and　Nor癒　　Africa，
Tokyo．
第6囲大阪外国語大学
学術講演会（石濱文庫記念〉
日本モンゴル学会　春季大会，
東京外国語大学
NCCキリスト教　アジア資料
センター
井村文化事業社
露本YMCA隅盟鐵版部
Quezon　Ci£y，　PhilipPines，
茎ndex
Th　
e五）ili’m　ast　Revie乞｛NO／．32，
No．7（Literai’y王ssue）
P．1，29－31
近藤　治編ilインド世界一そ
の歴史と文化濃所牧　世界思
想社
謬アジア歴史研究入門5』所
牧　同朗舎
1984
1985．7．2◎
1982．11．6
1983．9．2
1984．6　。2
1984．5　。26
1984．1（）．12
1985．1　．30
1985，9。1
1984．10
1984．12
1984．11．15
1984．12．15
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B1　「第一次世界大戦とアジアーシンガポールに
　　　おけるインド兵の反乱（1915）j
B2　　「第二次世界大戦とベンガル飢饒」
　浜口　擬夫
A　　fパキスタン：世界の教科書一歴史3（A・
　　　ハミード，A．G．チョウドリ～著，加賀谷寛，
　　　松村耕光と共編訳）
Bl　「インドにおける都市への人口移動とカース
　　　トー一一カーンプル，ジャーランダル，ファテー
　　　ハーバードの実態調査j
B2　「パキスタン運動における全インド・ムスリ
　　　ム連盟の國家構想と社会経済政策j
B3　　「現代南アジアの歴史と民衆一民族主義の展
　　　開と国家建設j
B4　「パキスタンー軍部・嘗僚支配の『イスラー
　　　ム国家』j
B5　　「パキスタンの教育綱度」
溝上
Al
A2
富夫
「多言語社会の文化的諸梢」
「先入観」、　「先生」、　ザ女苦行者」
BI　　V設pasl
B2　分離独立の悲劇一動乱と反乱のパンジャープ
C／　バンジャーブ語の使役動詞
C2　母語による高等教育
『大阪外国語大学学報』69号
鰹史評論藷425号
ほるぷ出版
大阪外園語大学アジア研究会
編『現代アジア社会の研究書
『大阪外国語大学学報』第61
号
近藤治編露ンド世界一その
歴史と文化藷，世界思想社
掴際問題』第304号
『パキスタン：世界の教科書
一 歴史轟ほるぷ出版
世界思想社駒ンド世界　そ
の歴史と文化』
第三文明社『タゴール著作集
　第5巻』
rJv盃lamukh1』No．5
朝日新聞社霧週刊朝日百科
世界の地理一南アジア・オセ
アニア・インド＝3北西部パ
キスタン露
大正大学　田本印度学仏教学
会35回学術大会
パンジャーブ州大学　テキス
ト局　チャンディーガル市
1985．3．30
1985．9、1
1985
1982
1983
1984
1985．7
1985
1984．11
1985．2
1985．1
1985．5，19
1984．ll．10
1985．1．16
215
　〔タイ・ベトナム語学科）
　吉川　利治
A　　トリーシン・ブンカチョーン著　吉川利治訳
　　　秒イの小説と社会』
C　　A　Comparative　Study　of　the　Th　ai，　Sanskrit
　　　and　Chinese　Swan　Maiden
　〔ビルマ語学科〕
藪　　司郎
A　　ilビルマ語入門　1．発音・文字・文法（増
　　　補改訂版）渥
B1　日本言語学会第85回大会報告（学界消息）
B2　アジァ事典（特集：辞書のたのしみ）
B3　ビルマ謡から見たビルマ文化
B4　ビルマのなぞなぞ
B5
B6
Cl
C2
C3
ナキヤモリと雨（特集：ことばのイメージ〉
世界の詩一ビルマ・薪学期
対照言語学一ビルマ語と日本語
ビルマのアチャン語
第18回国際シナ・チベット語学会報告
C4　ビルマ・シャン州北部のマル語について
　南田みどり
A　　謬ビルマ語入門一発音編　文字編一書
井村文化事業社
Inter｝・iational　Conference　on
Tlzai　Stz｛dies，　　Ba益gkok
Thaiiand
教材用私家版（草稿）
東京外国語大学　アジア・ア
フリカ言語文化研究所釜通信
渥第47号
大修館書店鰭語』13巻1号
天理教海外布教伝道部ぎ海外
布教伝道部報麟227号（要約），
のちにパンフレット化（全文〉
大修館書店　柴田武・谷fli俊
太郎・矢絹澄子（編〉
継界なぞなぞ大事鯉
大修館書店『言語§13巻9号
大修館書店結言舗14巻5号
神戸YWCA学院　第12膠日
本語敦師養成セミナー
チベット・ビルマ語研究会（京
都大学言語学教室）
チベット・ビルマ語蘇究会（京
都大学雷語学教室〉
ビルマ研究グループ研究総会
（八王子大学セミナーハウス）
大阪外国語大掌L．L．
1985．9⇔25
1984．8．23
1983．4
1983。3．25
1984．1
1984．1
1984．5
1984
1984．9
1985．5
1984．5．21
｝985．5．25
1985．9．20
1985．7⇔3◎
1985．3．30
216
Bl　ビルマの文学
B2　文学・芸術
〔ペルシア語学科〕
岡崎　正孝
A1『
A2
A3
A4
A5
B1
B2
B3
B4
B5
B6
B7
『ペルシア語基礎1500謝
il基rEペルシア語』
ジェイムズ・モー一一　Vア『ハジババの冒険謬1・
2（共訳）
『中東をめぐる諸問題』共編
B沁乏ε◎9｝’αPl2・y　o｝’t　Qα」αγPersiα
キャラジー著『地中に潜在する水の開発』
（翻訳紹介）
カージャール朝史ペルシア語史料解題
19世紀後半イランの社会経済史資料
　　とくに英国外交文書を中心に一
「カージャール朝下におけるアフワーズ堰堤
利権について」
19世紀後半のイランにおける養蚕業の衰退と
ギーラーン地方の農業の変化
IrrigatioR　Works　and　Development　of
Agriculture　in　Interior　AnatoliaI－一　Case
StuCly　of　Hatip　Village　in　Konya　ProviRce。
イラン社会雑感一一不安について
B8　カナートとマンボー一灌概技術の兄弟たち
C　　1860－70年におけるイラン農業の変化
水曜社細本の科学者』Vol．19
　No．11
ビルマ研究グループ纂務局
ilビルマ関係邦語文献の解題
及び目鰯
大学書林
大学書林
平凡社　東洋文庫
晃洋書房
Osakα　σナぬ　of　Foreign
Stttdies
大阪外国語大学アジア研究会
『現代アジア社会の研究露
『オリエント毒25巻2号
大阪外国語大学　アジア研究
会槻代アジアにおける地域
政治の諸相選
日本オリエント学会財リエ
ント学論集凄
『オリエント曇27－2
TJze　Utili．zation　of　Waterand
wαter　Poωeer　in　TitrJzey，　ed、
Y．Sueo，　KaRSCti　Un　iv．
『季刊東西交渉』1985年春の
号
ζ地理壽30－6
日本オリエント学会　第27回
大会　天理大学
1984．ll．1
1985。9
1982．1　．25
1982．3．20
1984．5－8
1985．3
1985．3
1982．3
1983．3．31
1984．3
1984。6．9
1985．3
1985．3
1985．4
1985．6
1983．11．5
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　ハーシェム・ラジャブザーデ
　（Hashem　Rajabzadeh）
A1　　31st　Intemational　Congress　of　Human
　　　Sciences　in　Asia＆North　Africa
　　　（CISHAAN）
A2　25th　Congress　of　Orlental　Studies　in
　　　Japan（report＆comment）
A3　Sources　of　Japanese　Cukure　and
　　　Tradition
A4　01d　Tradition　in　Modern　Japan
A5　The　Secret　of　Japanese　Success　in
　　　Modernization（Translation　frorr｝　English．）
A6　JapaRese　　Success　　in　　Business
　　　Adrninistration　　　（Translation　from
　　　English）
A7　26th　Congress　of　Orienta正Studies　in　Japan
　　　（report＆comment＞
　〔英語学科〕
好欝　實
B　　　The　stone　ls　too　heavy　for　me　to　lift（＊it）
上野　義和
B　　移動の方向を示す前置詞及び前置詞的副詞
towαrd　v．s．　dOtt・n，　ZfP
加藤　正治
B　　勤ンタベリー物調におけるING形の分析
C 「動名詞の構造について」
AYANDEH
（literary　magazine　in
Pe「sian）Vol．9／／10－11
AYANDEH（literal了
magazine　in　Persian）　Vo1．
10／2－3
加ノ2Todαy　Published　by：
JETRO　　〃
　　　　　　　〃
i
）
　　　　　　　ノノ
AYANDEH（literary　maga．
zine　in　Persian）　Vol．11／
45
大阪外大英語研究室　　ぎ英米
研究毒第14号
瑛米研究雲14
大阪外国語大学　英語研究璽
　大阪外大響英米研究選第14
号
近代英語協会第2回大会
（於：東京学芸大掌）
k，8、．1．2
1984．4＿5
1984．9
　　　ノノ
｝
1
」｝
　　77
1985．6－7
1985．3．3◎
1985．3．30
ig85．3．30
1985．5．17
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　〔ドイツ語学科〕
八木　浩
Bl　　Vergieichende　Betrachtung　嚢ber　das
　　　epische　Theater　un（l　Brechts，，Antigone“
B2　ビューヒナー・コロキウム：『レオンスとレー
ナ茎，　写ヴrt　Kツェクゑ
B3　A鍛tinuk茎eare　Theater　in　De滋schland　und
　　3apan
　　　　（i）　Vortrag
　　　　（2）翻訳：エルンスト・シューマハー
　　　「アインシュタイン～研究薦の誘惑一一J
B4　　Hermarln　　Bohfier　一　Japanolog　　und
　　　Germanist　一一
B5　ブレヒト『処翻再演への註
B6　東西ドイツ文学に共通のもの
　乙政　　潤
B1　日本語テキストの送り手関連的な性格一一ド
　　　イツ語との対照一
B2　いわゆる「擬声語」の日独対照について
B3　ある語彙テストについての考察
B4　伝説に見るモティーフと記述の型と感情の関
　　　ll）
　ヴォルフガング・ゼルトマン
Bl　F琶r　und　wiCler　die（Her－）Ubersetzung　in
　　　der　　Deutschausbiidung　　japanischer
　　　Studenten
B2　Gedafiken　zum　　Sprachwechsel　bei
　　　japanischen　Deutschstudenten
大阪外国語大学9t大阪外国語
大掌学幸浸S　67
関西学院大学『独逸文学研究』
25，26号
大阪外國語大学　ドイツ語学
科研究室細本とドイツ（遡
大阪外国語大学　ドイツ語学
科研究室『日本とドイツ（1＞遺
大阪外国語大学　ドイツ語学
科研究室　Sp／taclze　　Z〃icl
KZtltZt7　　19
霞本民主文学同盟r民主文学3
1985年10月号
ドイツ語学科研究ag　sp？・ache
und　Kz・tltur　19
大阪外国語大学
『日本とドイツ』（1）
大阪外国語大学『大阪外国語
プ（学　　学幸侵誰　68
大阪外国語大学　口承文芸研
究会『世界口承文芸研究遍第
6号
大阪外国語大学il大阪外圏語
大学　学幸灘68
大阪外国語大学　ドイツ語学
科研究室冨E体とドイツ無1＞
1984．11．30
1984．4　．1
1985．3．31
1985．3．31
1985．3．31
1985．9．1
1985．3．31
1985．3．31
1985．3．30
1985．3．31
03
0
13
●
3
3
●
5891
0
5891
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B3　Zur　Entwicklu登g　des　verstehenden
　　　H6re難s　von　Texten　bel　Deu£schstude盤ten
　　　in　Japan
　〔イタリア譜学科）
米山　喜晟
BI　L．　A．　Mz〃厩oガとイタリア詩の伝統②
B2　中世フィレンツェにおける知的生産性飛躍の
　　　時期とその契機
B3　中世フィレンツェの知的生産性飛躍の時期と
　　　契機
B4　ノヴェッラの証醤（1）
　　　一一三大ノヴェッラ集より見た中世フィレン
　　　ツェの特殊性一
　〔イスパニア語学科〕
　山崎　俊夫
B1　イスパニア国鉄道発達の一世紀半（恥
B2　格差と抗争：労資関係の調整（醒際比較）
　　　一一研究ノート及び資料（K）一
B3　　（1983年9月5－9日第7回国際経済学協会
　　　　マドリッド世界会議参加レポート）
　　　第5分科会司会者エンリッケ・フエンテス・
　　　キンターナ博士稿二篇（訳）
　出鷺　厚実
B　　スペイン語における主語・勤詞・饅的語の譜
　　　順に関する量的考察
大阪外国語大学　ドイツ語研
究室SPraChe　Z〃¢d　KugtUrヱ9
大阪外国語大学『学報』67号
幻想社lCic　lo　muルネサンス探
究』2
大阪外国語大学ff学報』69号
大阪外国語大学　口承文芸研
究会享世界口承文芸研究悉第
6号
大阪外國語大学『大阪外国語
大学学幸殿第65磐文化編
大阪外国語大学　イスパニア
語　研　究　豊　　　Estitdios
ff21sp（i7iicos第1｛曙
大阪外国語大学響大阪外国語
大学学幸灘第69号文化編
Estzt｛li◎s｝｛歪s芸）（2ni．cひs翼（）．筏◎
1985．3．31
1984．11．30
1985．3．1
1985．3．30
1985．3．31
1984。11．30
1985．3．20
1985．3．3◎
1985．3，2（）
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　〔ポルトガル・ブラジル語学科〕
河野　　彰
B　　fサンパウロ州の歌競べ」「リテラトゥーラ・
　　　デ・コルデルの世界」ジョゼフ・M・ルイテ
　　　ン　河野彰・訳
　〔ロシア語学科〕
法橋　和彦
B1　日本におけるプーシキン
B2　古典の生命力と科学の進歩
　　　　　ゴーゴリ生誕175年の感想一一
B3　トルストイの自伝的作晶にみる青春像
C　　『エヴゲ・一．：イ・オネーギン毒第一章第一節
　　　の解釈をめぐって
　〔教職〕
　苧阪満里子
Bl　精神作業時の脳波のスペクトル分析
B2　Human　in之elligence　and　power　spectraI
　　　　analysis　of　visual　evoked　potentials
B3　　Peak　frequency　of　alpha　act圭vity　shif亡s
　　　　during　　　menta藍　　　tasks：Hemispheric
　　　　d圭fferences
B4　Effect　of　memory　set　size　upon　visual
　　　evoked　potential　for　digit　and　f圭gure
　　stimuli
B5　精神作業とα波ピーク周波数の関連・task
　　difficultyの効果について
B6　Peak　alpha　frequency　of　EEG　during
　　　mental　　task；Task　　difficulty　　and
　　　　hem三spheric（lifference
大阪外國語大学　口承文芸研
究会『世界口承文芸研究』第
6号
ナウカ社熔』
ロシア・ソヴェート文学研究
会睡うざ』第二号
晴年運醐
上智大学細本ロシア文学会』
田本心理学会翻心理学研究霧，
50　45－48
Peγcゆt難1＆Mot◎x　SkiUs，
50　　192－194、
E｝sevier，（The　Netherlands）
Electγoeコ瞳cef）hatogγa茎）hジ　　＆
cl’inicαl　Nei・tyoPlzNs’io乏09ジ～
52，s53．
The　Psychonomic　Society
（USA）B’et乏letin　　　　qプ　　　the
Psツchonomic　Society，　　21，
275－277
臼本脳波筋電図学会『脳波と
筋電図選11，284－254
The　Society　for　Psycho－
physiologi6al　Research
（USA）PSYchoPliYsiology，21，
101－105
1985，3．30
1984．12
1984．12
1985．3
1984．10．20
1979
1980
1981
1983
王983
1984
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　〔法律学〕
　貝田　守
A　　　狽オ産法概説∬　（債権法）』
Bl　公務員の不法行為
B2　ドイツ民法におけるライエにっいて（続）
B3　公図の記入洩れと国家賠償
C1　ドイツ民法のLe鑑eについて
C2　公図の記入洩れと国家賠償
　〔物理学科）
　中村　　明
A
B1
B2
Cl
C2
C3
Explode－decay　solitons　m　ttDynamical
Problems　in　Soh之on　Systems”
A　New　Example　of　Expiode－Decay　Solitary
Waves　in　One－Dimenslon
Exact　Explode－Decay　Soliton　Solution　of　a
Cylindrical　Higher－Order　Water－Wave
Equation
クラシカルーブジネ方程式のばくはつ一げん
すい　ソリトン
次元のかずとソリトン
円筒対称な高次のみずのなみのソリトン
法律文化社
日本評論社　法学セミナー増
刊『不法行為法」
大阪外国語大学『国際関係論
の総合的研究滋
日本評論社『法律時報』57巻
6号
民法学研究会（砂：同志社大
学）
民事法研究会（於：京都大学）
Springer－Verlag．　　Berlin，
Heidelberg，　New　　Yok，
Tokyo　　PP．171474
日本物理学会　ジャーナル刊
行部JOt・crnal（of　tke　PhysicaZ
Societ－v（oflaPanVol．54，　No．2
（1985）PP．491－499
日本物理掌会　ジャーナル刊
行部ノOZtrnal　（ゾ　　伽
Physical　Soc’iety　o∫　Jaかan
Vol．　　54，　　No．6　　（1985）
pp．2105－2109
富山大学　日本ぶつり学会
京都大学　日本ぶつり学会
京都大掌　基礎ぶつり研究所
「ソリトン系のダイナミクス
とそれに関するカオスの問題」
研究会
1985．1　．30
1985、1　．1
1985．3．31
1985．5．1
1984．12．15
1985．2．24
LD891
5r’
”
1●
2
●
589M
1985．6．15
1984．10．4
1985．3．2
1985．3．14
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〔保健体育〕
辻
I　
B
2
B
C
　忠
大掌生男女の生活時間構造とスポーツ活動に
ついて
食物摂取状況の月間変動について
大学生男女の運動クラブ練習践の生活時間構
造
〔留学生別科別〕
角道　正佳
B1
B2
B3
「分節音とアクセント（2）
一
岡山方言の分析から一」
「分節音とアクセント（3）
一
岡出方言の分析から一」
「モンゴル人の住居」
C　　岡山方言における特殊拍とアクセント
『学校保健研究』27（5＞
泊本公衆衛生雑誌』32（8）
鹿児島大　第35園日本体育学
会
大阪外国語大学il大阪外国語
大学掌報』第66号1－16
大阪外国語大学ll大阪外国語
大学学報』第68号11－27
大阪外国語大学モンゴル語研
究室『朔風』第1号42－61
近畿音声警語研究会　第4回
大会　大阪樟蔭女子大学
1985．5．1
1985．8．15
1984．10、20
ig84．11．30
198≡5．3．30
1985．7．20
1985．1　．19
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